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は じ め に
日 本 の 森 林 は 、 長 い 間 、 山 村 住 民 の 唯 一 の 自 然 資 源 で あ り 、 様 々 な 利 用 が な さ れ て き た 。
江 戸 時 代 は 資 源 的 に も 鎖 国 状 態 に あ り 、 森 林 を 徹 底 し て 利 用 し た た め 、 明 治 の は じ め に は
今 よ り も 広 大 な 面 積 の 草 地 、 半 草 地 が 広 が っ て い た こ と が 知 ら れ て い る 。 明 治 以 降 、 と り
わ け 第 二 次 世 界 大 戦 後 の 拡 大 造 林 政 策 は 、 そ れ ま で の 日 本 の 森 林 景 観 を 一 変 さ せ た 。 こ の
発 表 で は 。 阿 武 隈 山 地 南 部 に 位 置 す る 北 茨 城 市 関 本 町 小 川 ( 旧 山 小 川 村 ) 周 辺 の 約 90 年 間
(  1908-1997) の 森 林 の 変 遷 と そ の 要 因 に つ い て 報 告 す る 。
対 象 : 北 茨 城 市 関 本 町 小 川 ( 旧 山 小 ) 1 木 村 周 辺 、 約 1 0 k m 四 方 の 範 囲 を 対 象 と し た 。 年
代 は も っ と も 古 い 国 土 地 理 院 の 地 図 が 利 用 で き る 1908 年 か ら 、 新 し い 空 中 写 真 が 利 用 可 能
な 199 7 年 ま で と し た 。
方 法 : 1908 年 の 土 地 利 用 は 地 理 院 発 行 の 5 万 分 の 1 地 形 図 の 土 地 利 用 記 号 か ら 定 量 化 し た 。
1947 年 と 199 7 年 の 空 中 写 真 は 目 視 で 判 別 し 定 量 化 し た 。 土 地 利 用 カ テ ゴ リ ー は 、 針 葉 樹
人 工 林 、 広 葉 樹 二 次 林 、 古 い 広 葉 樹 林 、 マ ツ 林 、 草 地 、 そ の 他 の 6 区 分 と し た 。
結 果 : 1908 年 か ら 1997 年 の 間 の も っ と も 大 き な 変 化 は 、 草 地 の 激 減 ( 2 7 % か ら 3.7%) と
広 葉 樹 二 次 林 の 半 減 (71 % か ら 3 3 % ) で あ る 。 こ れ ら は 多 く が 針 葉 樹 人 工 林 と な っ た ( 0 %
か ら 4 8 % ) 。 戦 後 に 限 っ て み て も 、 す で に 減 少 し た 草 地 が さ ら に 針 葉 樹 人 工 林 や 広 葉 樹 二
次 林 に 変 わ り 、 広 葉 樹 林 の 4 8 % は 針 葉 樹 人 工 林 へ 変 化 し た 。
森 林 変 遷 の ド ラ イ パ ー は 、 第 一 に 生 計 を 立 て る 農 業 以 外 の 収 入 源 の 変 化 で あ る 。 戦 前 の
農 耕 馬 の 生 産 ・ 飼 育 と 炭 焼 き を 主 体 と し た 収 入 か ら 、 炭 焼 き と 牛 の 飼 育 、 人 工 造 林 の 作 業
収 入 に 主 体 が 遷 っ た 。 そ の 背 景 に は 木 材 需 要 の 増 大 と 国 の 拡 大 造 林 政 策 、 肉 の 消 費 量 の 増
加 が あ る 。 ま た こ の 地 域 の 特 殊 な 事 情 と し て 、 常 磐 炭 坑 用 の 坑 木 生 産 が あ る 。 し か し 昭 和
4 0 年 代 の 高 度 経 済 成 長 期 以 降 は 、 こ れ ら の 用 途 は す べ て 下 火 に な り 、 パ ル プ 生 産 、 椎 茸
原 木 が 新 た に 登 場 す る 。 近 年 で は 、 パ ル プ 生 産 、 椎 茸 原 木 も 減 少 し 、 過 疎 化 と 高 齢 化 が 進
み 、 積 極 的 な 森 林 の 利 用 は ま す ま す 見 ら れ な く な っ て い る 。 そ の 理 由 も ま た 、 中 国 や ロ シ
ア な ど か ら の 安 い 椎 茸 と チ ッ プ の 輸 入 で あ る 。
こ れ ら の 一 連 の 変 化 は 、 決 し て こ の 地 域 の 特 殊 な 状 況 で は な く 、 江 戸 時 代 の 過 剰 利 用 に
よ る 草 地 化 、 炭 焼 き 主 体 の 広 葉 樹 林 か ら 針 葉 樹 人 工 林 へ の 転 換 、 さ ら に 過 疎 化 で 放 置 さ れ
る 森 林 と い う 、 大 き な 流 れ の 中 に あ る 。 そ の 流 れ の 根 本 に あ る の は 、 薪 炭 か ら 石 炭 、 そ し
て 石 油 へ と い う エ ネ ル ギ ー 革 命 で 、 あ る 。 エ ネ ル ギ ー 革 命 は 資 源 の 移 動 可 能 空 間 を 山 村 か ら
都 市 、 国 家 、 地 球 レ ベ ル へ と 押 し 広 げ た 。 日 本 の 森 林 利 用 は 江 戸 時 代 の 持 続 不 可 能 な 閉 じ
た 利 用 か ら 、 世 界 中 か ら 資 源 を 輸 入 し 搾 取 す る 利 用 へ と 、 こ の 1 0 0 年 で 劇 的 に 変 化 し た 。
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